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おける成果主義















　非正規の職員・従業員は 1743 万人と、58 万
人の増加。
　非正規の職員・従業員のうち、パート・アル

























のうち、「１年以上」の者は 114 万人と、23 万
人増加しており、失業が長期化している。この
うち 15 歳～34 歳の人が 48 万人で最多である。














































































































































































































































企業の consultant や仲裁人 arbitrator を務め
































































幅は 50％ほどが多いという。たとえば 40 万円
～60 万円というように。資格が上になるに従
って、この幅は拡大していくのが普通である。
日本ではこの幅は 20％ほどが多いとの事であ
るが、これを狭くし、隣の職階・資格とは重複
しないように差をつける事が望ましい、という
意見が多い。その根拠として欧米の給与体系を、
その様なものとして主張する人が多い。しかし
アメリカの事実は異なる。
　４：基本給以外にボーナスに当たる部分はあ
るか。これはある。その前に基本給の増加、減
少はあるか、と言うと、これは殆ど無い。
　ボーナスに当たる部分について言うと、部長
級で年収の１／３位、課長級で１／４位。それ
以下では年収の５％未満。
　以上から日本企業の正規従業員のサラリー
は、アメリカ企業に比べて、企業全体あるいは
部門の業績によって大きく差異が出る方式であ
る。
　５：査定。
　アメリカは大企業２社、サービス業大手１社、
の資料。日本は地方労働委員会の資料。以上を
基にした研究から浮かんでくる事実は、以下で
ある。
　アメリカ企業では５段階もしくは４段階の評
価で、５段階評価ならば上から２、３番目の評
価、４段階ならば上から１、２番目の評価が
90～95％を占める。日本の場合、５段階評価で、
上から２、３番目の評価で 70～75％を占め、
最下位評価２～３％ある。アメリカの場合ゼロ。
　部分的とはいえ日本企業の査定はアメリカに
比べ真に厳しく、内部での個人間競争が激しい
事を示している。日本企業の集団主義、集団重
視というのは俗説であるかもしれない。
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　査定の条件実態が日本の方がアメリカより、
オープンである事は分かる。アメリカではこれ
が日本ほどオープンでないのは、1970 年代、
均等法が猛威をふるった影響かもしれない。（小
池、38-43.）。
IV　まとめ
　玄田は正規従業員層の下位層と非正規従業員
層が一部、交錯している事、交流・入れ替えが
ある事を限られた資料からだが、示した。小池
は日本的経営批判の根拠とされてきたいくつか
の議論が、アメリカには根拠を求め得ない事を
示した。
　日本の労働市場はどんな変容を経過するの
か、限られた資料からとはいえ、二人の指摘は
重要である。
